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　　. A－56 k vlXru・でU)P －カロ千ンのAへの転換- T L C と誉顕にJ: ゐ一

　　　　　　大阪樟蔭女子大　○飯守三郎，道本和子　樟蔭東女子雄大　壷井輝｝

　目的　MX vU>u）で｀β一カロ斗ンウぐAに転換すi>1ヽを解明するTz.め。

　方去　β一カロ斗しをリノーIし破工4-1し(1.-AT. EL）に溶解'<k，適当なヽ処理乞お

こな≒，TzうえT L C （ジJﾌﾟｹﾞjしの入.tx,Vトフ-i 1しム，展開斎トベ｀しゼこ）のスボ,･，

ﾄ,で転換A仙

　結果(|) β- カD千しQ）EL溶痕での下tt（a). (b)における3 つのｽ,ポットは. A

含有諸試料のE L液ヒ近似のR f値乞示し, 三')カゲ,しでのA蜃光およびc p青色反

応りぐ認められることから転換したf＼*)<吸着するものと児,われら。㈲　加熱して黄複色

化し㈹β－カロ乎しOEL溶液のRf値ぐ以下, 平均) 0. G 6と0. 1 5のスrf＼ヽ/

ト。向　β－i)ロ斗しのE L洛液乞N2 気相下に１日放置後の不けん化物のR.f値０

,06a)スポット。（2)　β－りロ斗しのE L溶液は調製l 日後で0^気相下の方がN2

気相下てヽ｀よりも退色昿著し< , 0. 66のスポットのC P呈色も弱い。ま仁，溶液が｀

淡黄～無色ヒな外ばＴＬｃでのc P肴色深応はみら外なくなる。（3）iヽﾒ上りヽら，A一

カロ率．をELに溶解後，加熱しtz'). 0 2気相下に放置すれば, E Lに主成し咄

酸化物りぐ掩触的に働くためＡに転換へ・酸化が｀早められ，酸化の或る過程でA乞tじ

ると恩われる。しりヽし. A乞多量に吸着したスポットが゛生じ難いのは上le.uw.viXﾉlo で｀の

状態では転換したAiヽ゛連ｳヽに酸化，分解･きれるTてめと考えられる。

　　　A－57 畑煎コーヒー<･品質と隋t3祠廊（汐一報）尨薫/こ耕'*-ウ身恥

　　　　　翔極々大准幼o小変タフミ　・食糧参院森雅史

　回的休戦工一しー・荼咳に喇り祠柘'^£与い゛斯や場國と:リK Xレヽ/z功が國/こ

和ヽ^ ・3が゛しもぶ^'Jも・7゛・^ yi <・薦劫刻猿，り;7術に佑為f I i）がわヽつち。

ﾇ剱ら･3コーヒー1. り睡秀樹か- ^･リ生£以剱) %化べ冰/こいダシ鶴支>^y咋

の丈恥，つ糾參凌的・浅緑を巾八ヽコーじ一蜂鳶掌の品蜃冶

入り卵叶泰司勤溥ま　ぷ絃7" /jレ糖礎お膚刺微の凍化を探求^ r--。

　方瓜　訊料の蜂鳥釦j 画ドイツ，ゴヽハヽ;t｀ヽフト紅昧ラピヽ7ド’・//り制りぺIこより卯

ft- e妙^り冷血（ミアAアムD- スK ) をしhフ）りレ　コPンゼ゛ヤ。毛ノリハ7 -

やレベヤンすン恂ガンｎ］ﾌ’スタを用･ハ。発帥彭i らび'r. 禧～心細の声を/こ

aぺ｀ルドン漆を用い･糖い肩新疎り寅出/iシ>} 丿f)V を面・回劾iクむい,ﾉ）フ

4 μ4つ1二<>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』
　鈴果家It r-蚕i 小3 μμ～が％・痩湘分･/賠瓦1 和り砂りなk^^-S ．応急を

μ激痛押f 17- あ蚤七希/-^耳りfc焙虫りﾅな・糾^μ･^糖分^瓜ﾀﾞが｀彦今･れし
咎μ1-々β"y f t3ゲリのみ0S駒増加を見/-.・糾あ屡λ昶量/に､おバか≒刈直流

a急か聶恥こそ^槽参に一亙り唄μ臨ぞら小卜片ル.j: り副^lgえJ斟､-I 考心J画

iリい八導知われちり糾フロペいヽよI と錦発（む峰･3 ﾀ/レコース7"ぷり？･レ

ドス､・レずりース心兪'^かl 乙り回μ.?れ3・刄新藤/jりごシ>ク雖とタエン磁

のスかアい雄心オゆ、楠齢浦恥ロアミノ瞰哺
か和卜臥ヽ姑戦吸k ■}]糎同猿ku 心皿求レを'i凧匁岬t町尤揮息町s。


